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□ 事業内容
１ 森林所有者への意向調査の実施

• モデル地区を選定し、意向調査を実施。市内の私有林人工林

742ha（1,725筆、621人分）の森林所有者に対し、森林の経営

管理の意向を調査。

【事 業 費】189千円（全額譲与税）【実績】調査面積 742ha

２ 森林整備事業

• 森林経営計画に基づき実施する人工造林に対し事業費の７％を補助 。

【事 業 費】4,119千円（全額譲与税）【実績】65.26ha

３ 林道維持整備事業

• 洗堀箇所の補修と砂利補充等。

【事 業 費】4,433千円（全額譲与税）【実績】29km

４ 木質バイオマス利用推進事業

• 市有施設の木質バイオマスボイラー用の地域材ペレット購入 。

【事 業 費】2,422千円（全額譲与税）【実績】 5.2ｔ

５ 公共建築物木質化推進事業

• 奥入瀬渓流にある石ヶ戸休憩所の木造デッキの張替え。

【事 業 費】1,496千円（全額譲与税）【実績】木材使用量 1.25㎥

➢ 十和田市では、森林環境譲与税を活用し、森林整備の基盤となる路網整備に取り組み、その路網を活用して森林整備を進めることによ
り、再造林の推進を図るとともに、地域材の利用を進め、持続可能な林業経営に取り組む方針である。

➢ 令和２年度においては、モデル地区を選定し、意向調査を実施した。

青森県 十和田市（意向調査の実施、森林整備及び地域材利用）森林整備
木材利用・普及啓発

①令和２年度譲与額 ５２，０７０千円

②私有林人工林面積（※１） ９，４６９ha

③林野率（※２） ６８％

④人口（※３） ６３，４２９人

⑤林業就業者数（※３） ２２７人

□ 事業スキーム
１ 市→直営で実施

２ 市→森林組合へ補助

３ 市→建設業者へ発注

４ 市→直接購入

５ 市→建設業者へ発注

※１：「森林資源現況調査（林野庁、H29.3.31現在）」より、

※２：「2015農林業センサス」より、※３：「H27年国勢調査」より

◇ 基礎データ

□ 工夫・留意した点

• 意向調査については、１回目の調査時に未回答であった所
有者に再度調査票を送付することにより、回答率の向上に努
めた。
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